
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

西部地区社協だより 
回覧 

 

第２８０号 ２０２２年７月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

題字：安城西中学校 美術部 佐藤 ヒマワリ さん 

5月２１日（土）に西部福祉センターで中学生防災隊防災教室を開催しま

した。安城西中学校の生徒 17名と学区内の各町内の自主防災会の方々が参

加して、ミニ講話やさまざまな体験を通して地震について学びました。 

詳しい内容は、次ページで紹介します。 
 

 

起震装置「こなまず号」での体験の様子 

中学生防災隊防災教室を開催しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この防災教室を通して、参加者は、地震の怖さや地震が起きたときの自宅の危険性

などを学びました。終了後のアンケートでは、「自分の家庭での対策を見直したい」

「防災グッズや非常食を準備したい」など災害に対する危機意識が高まったことがう

かがえました。災害はいつ起こるかわかりません。被害を最小限に抑えるためには、

日ごろの準備が大切だと改めて学ぶことができました。 

災害時には、中学生も地域を支える貴重な人材となります。中学生が災害
時に地域で活躍するためには、防災に関する基礎知識を身につけることや各
家庭での防災対策を学ぶことが重要になります。今回の防災教室では、地元
の自主防災会の方々との交流を図りながら防災に関する知識を学ぶことを目
的として開催しました。 

自分で自分の命を守るために！ 

～地域の一員として中学生にできること～ 

15秒の地震を体験した。その 15秒はとて
も長く感じた。（1年） 
こなまず体験は、事前に知っているから対策
できたけど、本物はいきなり来るから対策で
きないということが分かった。（2年） 

災害時の備えで、食料は考えていたけど、ト
イレのことは考えてなかったので、トイレの
備えもしようと思った。（1年） 
マイトイレがあれば、臭いも抑えることがで
きるし、おしっこも固めたりすることができ
るので、とても役に立つと思った。（2年） 

家具を固定したら効果がどれくらい違うのか
よく分かった。安全な脱出ルートも考えなき
ゃいけないというのがわかった。（2年） 
家具を少しでも固定しておけば、災害の被害
を減らせることが分かった。（2年） 

災害についての詳しい情報や、起きた時にと
るべき行動などがたくさんつまっていて、と
てもよい知識が手に入った。（2年） 
地震の恐ろしさや避難についてわかり、地震
後の生活についてもわかった。（2年） 

ミニ講話 

こなまず号による震度６強体験 

災害時のマイトイレ 

家具転倒防止 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度西部地区社会福祉協議会総会を開催しました 

5月 14日（土）に西部地区社会福祉協議会の総会を開催しました。令和 3

年度事業報告案・収支決算案、令和 4年度役員案、事業計画案及び収支予算案

の議題につきましては、すべて承認されました。 

令和 4年度の会長には、箕輪町内会長の鳥居博氏が選任され、新会長のもと

で新体制がスタートしました。 

１ 各町内の特色に合わせた町内福祉活動を支援します。 

２ 住民がお互いに安心して暮らせる地域づくりを推進します。 

 

●主催事業…福祉講演会、地域福祉活動勉強会、地域福祉活動担い手育成講

座、Ｎ―ｃａｆｅ（認知症カフェ） など 

●共催事業…中学生防災隊防災教室、介護者のつどい など 

●協力事業…西部地域まつり、西部地域ボランティア交流会 など 

●年間を通して行う事業…福祉委員会・地域ボランティア等への活動支援、

西部地区社協だよりの発行、地域見守り活動の推進 など 

令和４年度 基本目標 

令和４年度 事業計画 

新会長就任のごあいさつ 

西部地区社会福祉協議会会長 鳥居 博 

 

令和４年度西部地区社会福祉協議会会長に就任することに

なりました、箕輪町内会の鳥居博です。今年度は、コロナ禍も

収束に向かっており、計画された事業が達成できると確信して

おります。 

 近年、少子高齢化問題が叫ばれており、今年は、団塊の世代が 75歳を迎え後期高

齢者になられます。３年後の２０２５年には大幅に後期高齢者が増え、更に深刻とな

りますが、その方々も含め、高齢者が当事業に生きがいをもって参加され、いつまで

も元気で、極力、医療や施設の世話にならないようにするためにも、地区社会福祉協

議会の役割が重要です。 

 さまざまな事業を通じ、高齢者から子どもまで、すべての人が安心して生活できる

環境づくりに、各分野のエキスパートであります役員の皆様と一緒に取り組みたいと

思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


